
　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい
たします。受講用URLは後日お送りいたしま
す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的
にお受けしておりませんので、ご都合により出
席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 2507131

 

◆日時：2025年07月18日（金） 10:30～16:30

◆アーカイブ配信：7/21（月）～8/4（月）何度でも受講可能
◆受講料 ： 1名につき55,000円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy

□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

リーン製品開発による製品開発プロセス改革の進め方

フューチャーシップ（株）代表取締役 

賀門 宏一氏

セミナーURLはこちら→https://www.rdsc.co.jp/seminar/2507131

『製品開発』　セミナー申込書　　FAX：03‐5857‐4812　　

【講演の趣旨】 

【プログラム】 

　　　　　　　　「リーン製品開発方式」は、トヨタの製品開
発をモデルにして、 アメリカの大学助教授によって体
系化され、 まずは欧米で普及し、 最近になって日本で
も展開される例が出てきています。強力なリーダーシッ
プ（チーフエンジニア制）、 社内のナレッジ共有（A3 報
告書）、及び知識を積み上げながらイノベーションを起
こす開発プロセス （セットベース開発） という考え方が
ベースになっていますが、 実は要約すると当たり前の
こと実直にやっているだけなのかもしれません。多くの
製造業企業の製品開発において、 品質問題の多発、
日程遅れの常態化、若手エンジニアの伸び悩み、イノ
ベーションが起きにくくなっているなどの問題が起きて
いるとすれば、 どこか当たり前の開発プロセスや組織、
あるいは人材育成に綻びが出てきているのかもしれま
せん。長い時間をかけて、 少しずつ綻んだプロセスや
組織の考え方を、成功事例の理解から見直し、自社の
問題点を認識して、 プロセス改革に取り組んでいただ
くため、成功事例への理解、問題の本質の捉え方、改
革の進め方について解説します。

1.リーン製品開発とは
・歴史的背景
 ・リーン製品開発の重要要素

2.リーン製品開発概論
 ・チーフエンジニア制度とその成果
 ・セットベース開発

 ・因果関係マップを使ったイノベーション
 ・A3報告書による知識共有の仕組み

3.マーケティング思考活用によるイノベーション
 ・マーケティング思考の進化

4.製品開発組織の問題
 ・自社の課題の整理

 ・問題の連鎖を捉えて根本問題を理解する
 ・TOC（制約理論）を使った組織改革手法

5.製品開発プロセス改革の進め方
 ・戦略的アプローチの理解
 ・他社の成功事例からヒントをもらう（アナロジー思考）
 ・課題認識から自社独自の開発システムを生み出す

 ・導入ステップ

【LIVE配信(アーカイブ付）】

～トヨタから学び、自社の課題の本質を捉えて変革する～

【講師】 

※少人数、対話式のセミナーです。マイク、音声を使えることが受講条件となります。双方向のセミナーによって、確実に身につきます！！

本パンフレットは講師用のパンフレットです。このパンフレットで

セミナーをお申込みいただくと、講師からのご紹介により左記のと

おり受講料が割引になります。なお他の割引との併用はできません。

⇒1名につき33,000円(税込、資料付き)

（講師紹介割引)

≪≪≪　講師紹介割引用パンフレット　≫≫≫

2名同時申し込みの場合、1名につき22,000円（税込）


